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１．排出削減事業の概要 

排出削減事業名 
株式会社田代製作所における木屑焚き蒸気ボイラー導入による省エ

ネ事業 

承認番号 JCDM-PJ0070 

排出削減事業者名 株式会社田代製作所 

排出削減共同実施 
事業者名 

株式会社みずほ銀行 

事業実施場所 株式会社田代製作所（秋田県大館市岩瀬字大柳上野 28-1） 

事業の概要 

本事業は、既設の灯油を燃料とする暖房設備によって供給していた

熱の一部を、新規に導入する木屑焚き蒸気ボイラーによる供給に切

り替えるものである。これにより、製品乾燥や工場暖房に伴う CO2
排出量を削減する。 

排出削減量の計画 
91tCO2/年（2008年度） 

111tCO2/年（2009－2012年度） 

（事業実施期間合計 535tCO2）  

国内クレジット 
認証期間 

開始日   2008年 12月 26日 

終了予定日 2013年  3月 31日 

排出削減方法論 方法論番号 004 空調設備の更新 

 
２．本実績確認の対象期間 

2010年 4月 1日 ～2013年 3月 31日（第 2回目実績報告） 

 
３．実績確認結果 



  本実績報告期間における排出削減量は、承認排出削減事業計画の「モニタリング対象

指標のQA/QC」に基づき算定されており、適正であることを確認した。 

排出削減量 442t-CO2（対象期間：2010年 4月 1日 ～2013年 3月 31日） 

 
４．実施した実績確認手続きの概要 
 以下の実績確認手続きにより、報告された排出削減量に重大な誤りがないことを確認し 

ている。 

要件 実績確認手続き 

排出削減量が承認排出削

減計画に従って実施した

結果生じていること 

1) 開始日の確認（初回実績確認の場合） 

2回目のため該当なし。 

2) 対象期間中の設備稼働確認 

   灯油ストーブ及び木屑焚きボイラーは実績確認期間中、

継続的に稼動していることを関連書類及び関係者へのヒ

アリングにて確認した。 

排出削減量が承認排出削

減方法論及び承認排出削

減事業計画に従って算定

されていること 

排出削減量は、承認排出削減事業計画に従って当該計画を実 

施した結果生じていることを確認した。 

1) モニタリング方法の確認 

   承認排出削減事業計画に従って、木屑焚きボイラーが導

入されていること、及び本実績期間において導入設備が稼

動していることを、モニタリング対象指標の実績及び関係

者へのヒアリングにより確認した。又、燃料供給会社から

の請求書を担当者が保管し、そのデータを元に正確に集計

されていることを、証拠との突合、検算などにより確認し

た。 

2) 活動量の正確性 

   活動量の採用はない。 

3) 単位発熱量、排出係数等の係数の確認 

   排出削減量の算定式及び使用されている単位発熱量、排

出係数等が方法論（排出削減方法論について：別表）及び

承認排出削減事業計画に従っていることを確認した。 

4) 排出削減量算定方法及び算定結果の確認 

   事業実施後排出量、ベースライン排出量、リーケージ排

出量は、方法論及び承認排出削減事業計画に従って適切に

計算され、算定結果は正確であることを確認した。 



算定期間が 2013 年 3 月
31日を超えないこと 

算定期間は2013年3月31日までであり、2013 年3月31日を超え

ていない。 

 
５．特記事項 

確認した排出削減量（クレジット量）に担当する再生可能エネルギー量について、

熱量換算7605.8GJであることを確認した。 

   

  

以上 

 

 


